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研究成果の概要 

2024 年度は、代理モデルによる様々な操作条件における粒子混合挙動の予測、粒径偏析を伴

う粉体混合の代理モデル開発、粒径偏析に適用できる粗視化モデルの開発に取り組んだ。以下

にその成果の概要を示す。 

 開発した代理モデル RNNSR を用いて転動ドラム型混合機内における粉体流動・混合の予測計

算を行ったところ、様々な容器回転速度においても、流動・混合を良好に予測することができた。

端壁面の効果によって誘起され高回転速度条件で顕著になる容器回転軸方向の粒子循環流と混

合挙動も精度よく予測することができた。 

 粒径単分散粉体が対象であったこれまでの RNNSR を、粒子径の異なる大小二成分粉体の混

合・偏析を扱える代理モデルに拡張した。混合・偏析挙動、混合度、粒子速度分布の観点からそ

の予測精度を評価したところ、ground truthの結果と良好に一致した。さらに、大小二成分の粒子を

ランダムに充填した初期配置から構築した代理モデルは、粒子運動挙動の粒径・空間依存性を広

範囲に内包したデータを学習できるため、学習データとは異なる初期配置から開始した混合・偏析

挙動でも、精度良く混合・偏析挙動を予測できることを実証した。 

 偏析現象を伴う粉体混合プロセスに適用できる粗視化モデルの開発に着手した。粗視化粒子を

構成するオリジナル粒子群中の大小粒子の個数割合(組成)が混合・偏析の進行に伴い動的に変

化するモデルを考案した。その結果、粗視化粒子よりも小さいスケールで起こる微視的な混合偏析

を計算でき、粗視化-微視化連成計算技術の開発に向けて先鞭をつけることができた。 
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